
話をきくときの「場所」と「時間」と「雰囲気」をつくれる
安心の“場”を持っておく
　もし、最近元気がなくて心配になった人に声を
掛けるとしたら、周りに大勢の人がいるところで
声を掛けますか？もしくは部下や友人から深刻
な顔で「ちょっと相談が」と声を掛けられたら、ど
うしますか？
　上手に「きく」ことができる人たちは、どこか落
ち着いた場所に移動したり、余裕のある時間帯に
改めたりして、お互いが安心して話せる“場づく
り”をしています。
　会社の会議室、知り合いが来ないような喫茶
店、もしくは、話が長引くのを避けるためにお昼
休みの限られた時間にする、子供のいない時間帯
にするなどいろいろあると思います。
　もう一つ考えておきたいのは、「ちょっといい
ですか？」の時間についてです。あなたにとって
「ちょっと」はどれくらいが適当でしょうか。30
分くらい、１時間くらい、２時間くらいと人に
よってそれぞれありますが、あなたがこのくらい
と考えている時間で間違いはありません。
　ただ、都合が良いかどうか、どこで、どういう時
間帯ならやりやすいか、または自分が次の予定を
気にしてチラチラと腕時計を見ずに済むか、とい

う要素はその場の雰囲気づくりに大きく関わっ
てきます。
　相手にとって話しやすいだけでなく、自分に
とってもききやすい“場”とはどのような状況な
のかを、ぜひ考えてみてください。
　空間的な場、時間的な場、これ以外にもう一つ
大切なことがあります。それは話をきくに当た
り「相手が安心して話せるような場」を意識する
ことです。そのためにも、きき上手な人は、自分
のやりやすい雰囲気づくりができる場を持って
いるのです。
　例えば、上司や部下への相談なら、行きつけの
お店でのランチタイムや夕方の落ち着いた時間
の会議室、友人なら週末にゆっくり過ごせる静か
なカフェ、などです。「相手がここに座ったら自
分はここ」というようにイメージが決まっている
といいですね。
　まずは緊張せずに相手の話をきけるような“場”
をつくっておきましょう。何気ないことですが、
そういうことを意識することでしなやかなコミュ
ニケーションへつながっていきます。
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